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 研究要旨 
本研究課題ではベーチェット病に関して、診断基準、重症度分類、および Minds の診療ガ

イドラインに準拠した「診療ガイドライン」の作成を目的とする。多くの診療科の専門医に

より本病の体系的な疾患概念の確立、疫学統計、また臨床症状、治療法やその効果などの臨

床実態調査および文献的な科学的根拠の検索を行い、エビデンスに基づいた診療ガイドライ

ンの作成を目的とする。その後、パブリックコメントの収集および関連学会での承認を得た

後、出版し公開する。また、班としてベーチェット病を専門的に診られる医師の存在する拠

点病院の整備および情報発信をしていき、全国のベーチェット病患者が、どの医療施設を受

診しても同レベルの診療が受けられる標準化医療のバイブルとなるようなガイドラインを作

成する。 

A. 研究目的 

ベーチェット病は、再発性口腔内アフタ、ぶ

どう膜炎、皮膚病変、陰部潰瘍の 4 主症状を

はじめとして全身の諸臓器に炎症を引き起こ

す原因不明の炎症性疾患である。その臨床的

特徴から診療科はリウマチ内科、眼科、皮膚

科、消化器内科、神経内科、血管外科など多

岐にわたる。そのためベーチェット病では体系

的な疾患概念、診断、治療法やその効果など

を共有することが診療の均てん化に極めて重

要となる。そこでベーチェット病に関する調査

研究班では、臨床実態調査および文献的な

科学的根拠の検索を行い、エビデンスに基

づいた診療ガイドラインの作成を行った 

 

B. 研究方法 

ベーチェット病の皮膚粘膜症状の病態、診断、

治療を検討する委員会を設けた。病態治療の

概説を作成し、診断・治療についてエビデンス

評価を含めてクリカルクエスチョンを作成した。

アルゴリズムの作成を試みた。研究班で作成し

た草案をホームページや該当する専門学会に

公開し、パブリックコメントを広く求める。 

 

C. 研究結果 

これまでに各分科会で作成したベーチェット

病診療ガイドラインの総説、治療アルゴリズム、

クリニカルクエスチョンらを統合し、全メンバー

で内容や整合性等を確認し、ベーチェット病

に関する調査研究班HPおよび日本ベーチェ

ット病学会HPに公開しパブリックコメントを求め

た。得られたパブリックコメントについて該当す
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る分科会で検討のうえ平成30年度第2回班会

議で協議した。 

関連する日本医学会分科会（日本リウマチ

学会、日本眼科学会、日本皮膚科学会、日本

血管外科学会、日本消化器病学会）に承認申

請を行った。日本血管外科学会からは既に承

認を得ている。また、日本消化器病学会につ

いては承認ではなく外部評価を行った旨を記

載することとなった。その他の学会では、日本

母性内科学会、日本小児リウマチ学会に承認

申請を求めている。 

 

D. 考察 

希少難病であるベーチェット病の医療の均て

ん化に寄与する診療ガイドラインの作成を目

指した。クリニカルクエスチョンに関しては、エ

ビデンスレベルだけでなく、専門家の同意度も

採用し、エビデンスレベルと同意度から推奨度

を導くことで実臨床に則したものとなった。また

診療ガイドラインには、患者会や全国のベー

チェット病診療医情報などの診療上で有用な

情報を組み込み実際の医療現場で使い勝手

の良いガイドラインとなることを目指している。 

 

E. 結語 

ベーチェット病患者の均てん化医療実現のた

め疾患概念、疫学統計、診断、治療、その他、

臨床で有用な情報を含めた all in one のベー

チェット病診療ガイドラインが作成された。来年

度内に「ベーチェット病診療ガイドライン 2020」

として出版される予定である。 

 

F. 健康危険情報 

特記事項なし。 
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